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研究成果の概要（和文）：　本研究は、夫婦の相互作用と生活家事の変化との関連および生活家事の変化の過程
の検討を行った。関連を検討した調査からは、家事育児への参加を配偶者に依頼する（あるいは配偶者から依頼
される）ことによって、約6割から7割の人たちが何らかの形で配偶者（あるいは自分）が参加するようになった
と感じていることが示された。参加によって、家事育児の頻度以外の変化が起きた事例もあった。過程の検討か
らは、生活家事が変化するときには、ライフイベントがきっかけとなって生活時間構造あるいは健康状態の変化
がまず起こり、その変化に対して夫婦が対応して起きた結果がその後定着する過程が示された。

研究成果の概要（英文）：　 The present study examined the changing process in performing family work
 and the functions of couples’ interactions in it. A survey conducted in our study showed that 
about 60 to 70 % of the participants who asked to their spouse (or were asked by their spouse) to 
participate in housework and childcare felt that their spouse started to participation in (or they 
started to participant in). There were the cases that some of them got the changes of not only the 
amount of the participation but the other aspects including the relationships with their children 
and the way of thinking to performing family work and paid work. Describing and examining the 
changing process in performing with the data of another survey, we found the process that the 
changes in time and physical availability in their life style or in health conditions, that were 
triggered by the life events happened, firstly occurred, and in turn the changes came to stay as the
 results of the couples’ reactions to those. 

研究分野：家政生活学一般
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　夫婦の相互作用によって家事にどのような変化が起こるのかという問いに対しては、育児におけるゲートキー
ピング研究を含め一定の知見は蓄積されているものの、相互作用ごとの機能等の整理と検討はまだ必要な状況で
ある。夫婦間の依頼によってどのような変化が起こるのか等を検討した本研究の成果は、その整理と検討に貢献
する知見である。
　また本研究の成果には、生活家事が変化する際に起こる諸事象を具体的な生活文脈の記述をもとに検討した結
果を含む。そのため、今後生活家事を遂行していく方々が本研究の成果を参照することで、何をすればどのよう
なことが起こる可能性があるか、その結果の範囲と道筋を展望することも可能である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
  
現代の日本では、男女共同参画社会を目指しながらも、「男は仕事、女は家庭」の性別役割分
業が依然として維持されているといえる（例えば、総務省, 2011）。この現状を受けて、男性の
家事育児参加の規定因を探る研究がこれまでにも行われており、それらの研究では、時間的余
裕がある場合に家事育児に参加することが示されている（例えば、松田, 2006）。一方で、時間
的余裕があることで自動的に家事育児に参加するようになるわけではないため、その他の要因
を検討することが必要となる。 
 時間的余裕の他に、男性の家事育児参加を説明する要因の一つとして考えられているのがゲ
ートキーピングである。ゲートキーピングとは、女性（あるいは妻/母親）が男性（あるいは夫
/父親）の家事育児参加の領域を決定しようとする行動である（石井クンツ, 2013）。例えば、
男性（夫/父親）の育児行動を批判することがその育児機会を抑制し、男性（夫/父親）と子ど
もとのやりとりを励ますことがその育児機会を増加させることがこれまでの先行研究で指摘さ
れている（例えば、Cannon et al., 2008; Schoppe-Sullivan et al., 2008）。 
 こうしたゲートキーピング研究が多く蓄積されている一方で、その概念や測定の方法は多様
である（加藤・黒澤・神谷, 2012）。これまでの研究知見を概観してその概念の再定義を試みた
研究は存在するが（Puhlman & Pasley, 2013）、ゲートキーピングをめぐる夫婦の相互作用の
種類や方法については引き続き整理と検討が必要な状況にある。また、多くのゲートキーピン
グ研究は育児に焦点を当ててきた。一方で、育児以外の就労、家事、介護などに夫婦/家族でど
のように向き合っていくかは重要な問題となるため、生活家事（就労による家計への貢献、家
事、育児、介護なども含む、生活に必要な仕事）をめぐる夫婦の相互作用にも注目する必要が
ある。 
これまでに滑田（研究代表者）は、育児だけでなく就労による家計への貢献や家事なども含
めて生活家事とし、夫婦の相互作用との関連のなかで生活家事の遂行を検討してきた。主な研
究として、育児期以外の個人も協力者とした質問紙調査を用いて、夫婦間での相互コミュニケ
ーション（意見を言う機会、話し合い、パートナーによる傾聴、パートナーによる感謝の有無）
と生活家事の遂行に関わる不公正感との関連を検討したものがある（Nameda, 2013）。その結
果として、夫婦間で相互コミュニケーションがとられていると感じている場合には、不公正感
は抱かれない傾向が確認された。しかし、この傾向は女性の協力者においてのみ確認されたも
のであった。相互作用の影響が何故性別で異なるものであったのかを説明する方法の一つは、
夫婦の相互作用がどのような背景のもとで実践され、どのような経緯でその影響がもたらされ
たのかを理解することであろう。つまり、夫婦のどのような相互作用によって生活家事の遂行
がどのように調整されているのか、その変化の内容とその過程を明らかにすることが必要とな
っている。 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究の全体的な構想は、夫婦の相互作用が生活家事（就労による家計への貢献や家事、育
児、介護など、生活に必要となる仕事）の遂行にどのような影響を与えているのかを検討する
ことである。そのため、本研究の具体的な目的は、１、夫婦の相互作用が生活家事の遂行に与
える影響を検討するとともに、２、生活家事の遂行における夫婦の相互作用の過程を記述する
ことである。 
 
 
３．研究の方法 

 
１）「夫婦の相互作用と生活家事との関連」を多くの人のなかでの傾向を捉える質問紙調査と、
２）「夫婦の相互作用と生活家事が遂行される過程」をその背景文脈とともに捉えるためのイン
タビュー調査から検討を行った。 
１）生活家事の遂行と夫婦の相互作用との関連の検討 
 夫婦の生活家事の遂行と夫婦の相互作用との関連を検討するために、質問紙調査を実施した。
517 名の参加を得た。質問紙調査では、日常的に行っている家事、家事育児の遂行量（1日あた
りの時間、配偶者と比較した相対的な遂行量）、夫婦の相互作用（家事育児の参加依頼など）、
家事分担の満足度など、を尋ねた。 
２）夫婦の相互作用と生活家事が遂行される過程の理解 
生活家事に変化が起こる場面に焦点を当て、いつ、どのようなときに生活家事が変化するの
か、そして変化をめぐる夫婦あるいは家族における調整の過程を理解するために、9 名の参加
を得たインタビュー調査を題材に検討を行った。インタビューでは、いつ、どの時期に、誰が、
どの生活家事をどの程度遂行していたか、大きな変化があった時期はあったか、生活家事の形
態はどのように決めたか、決まったか、それについて話し合いはあったかどうか、などが尋ね
られた。 



４．研究成果 
 
１）生活家事の遂行と夫婦の相互作用との関連の検討 
 夫婦の相互作用と生活家事遂行との関連を検討するため、家事育児（介護も含む）への参加
を配偶者に求めた／配偶者から求められた経験とそれによって起きた変化を尋ねた項目の結果
を検討した。結果として、参加者の約 4割が家事育児に参加を求めた経験があると回答してい
た。そして、参加を求めた結果、変化があったと回答している人たちはそのうち約 6割 4分で
あった。一方で、参加を求められた経験のある参加者は約 2割 8分であった。参加を求められ
た参加者のうち、約 7割はそれに応じて変化を起こしたと回答していた。 
 配偶者に参加を求めた結果あるいは、配偶者から参加を求められた結果、具体的にどのよう
なことが起きていたのかを検討するため、結果として起きたことについての自由記述回答を整
理した。配偶者に家事育児への参加を求めた経験があると回答した参加者の多くは女性であっ
た。また、参加を求められた経験があると回答した参加者の多くが男性であった。そのため、
参加を求めた経験のある女性の自由記述回答と、参加を求められた経験のある男性の自由記述
回答をそれぞれまとめた。まとめる際には、KJ法（川喜田, 1967; 1970; 1986）に準ずる方法
を用いた。具体的には、まずそれぞれの記述を一つの意味のまとまりとしてとらえて切片化し
た。そして、同じ内容と感じられる記述をまとめ、その記述のまとまりの内容を反映した具体
的なラベルをつけ、さらに同じ内容をもつと感じられるまとまり同士をまとめてラベルをつけ
る作業を繰り返し、個別の諸記述の内容を反映した抽象度の高いまとまりを作成していった。
まとまりのラベルがある程度の抽象度をもった時点で、まとまり同士の関係性を考慮して図解
して整理した。（※図中において、四角内の太字が最も抽象度の高いまとまり、その他の四隅が
丸の四角が次に抽象度の高いまとまりのラベルを示している。四角同士を結ぶ細線は、まとま
り同士に関連があると考えられる箇所に示されている。） 

図 1 参加を求めた結果起きたこと（女性による自由記述回答） 
 

 

図 2 参加を求められた結果起きたこと（男性による自由記述回答） 
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 配偶者に参加を求めて起きたことと配偶者から参加を求められて行ったことに共通していた
のは、忙しい、疲れているなどの理由から変化が起こらなかった場合があること、妊娠出産な
どの状況変化に応じて変化するようになった場合があること、変化があった場合にも、不定期、
部分的な参加から主体的な参加に至るまで、様々な形での変化が見られたことである（図 1;図
2 を参照）。また、変化はあったものの、その変化が参加を求めた側の期待とは一致しなかった
事例もあった。夫婦互いの考えを共有、調整した事例、家事育児の頻度以外の変化が起こった
事例もあった。つまり、これらの結果から、夫婦の相互作用の一つとしての家事育児の依頼は、
依頼された配偶者の家事育児のさらなる遂行を引き出す場合もあれば、引き出さない場合もあ
り、さらには、遂行の量や頻度、取り組み方の変化を起こすだけではなく、夫婦関係や親子関
係、夫婦それぞれの気づきや考え方の変化をときには生み出すものであることが示された。今
後は、遂行の量や頻度、取り組み方の変化に注目するだけではなく、考え方や家族の関係性の
変化などの変化にも注目をして、夫婦の相互作用と生活家事の関連性を理解していくことが期
待される。 
 
２）夫婦の相互作用と生活家事が遂行される過程の理解 
家事が変化する過程を理解するため、家事の変化を、家庭内の仕事の増減と夫婦間の移動の
観点から整理した。まず、夫婦のいずれかに家事の増減がみられたとする語りを抽出した。そ
して、それらの語りをもとに事例を抽出した。結果として 16事例抽出された。それらの事例を、
家事の増減と移動の形式によって整理すると、4つの形式に整理することができた。「家事が妻
へ移動」「家事が夫へ移動」「夫婦いずれかの家事が増加」「夫婦ともに家事が増加」の 4つであ
る。 
家事が妻あるいは夫に移動する形式において共通していたのは、妻あるいは夫が家事をする
ことにおける時間的物理的な可能さの変化が、家事の移動に先立って起きていたことだった。
例えば、出産や、配偶者あるいは自分の勤務形態の変更などが起こることによって、一方が家
事をすることが難しくなる、あるいは一方が家事をすることが時間的にも物理的にも可能にな
る、といった変化が、家事の移動の前に起きていた。一方で、時間的物理的な変化によっての
み移動がもたらされる訳ではないことがうかがえる。その事例として、一方の配偶者がもう一
方の配偶者に替わって家事を遂行することが定着する事例があった。ここでは、一方の配偶者
は料理をつくることが体調変化によって苦しくなってきたという家事の可能さの変化は起きて
いたものの、そこで、もう一方の配偶者は、自分が代わって行うことを申し出ていた。つまり、
夫婦の相互作用によって、変更が導かれていたのである。また、別の事例では、時間的物理的
にもう一方の配偶者に家事の依頼をすることができる状態においても、家事の依頼をしないと
いうことがあった。家事の移動は、時間的物理的な可能さの変化をきっかけとしてもたらされ
ると考えることができるが、それだけで変化が起こる場合だけではなく、その状況に夫婦でど
のように相互作用しながら対応するか、ということが、その移動とその形の定着を導くかどう
かを決めていると考えることができる。 
家事が増加していた事例を見ると、今回題材とした調査結果においては、移住が先立って家
事が増加していた。結果として、その移住の際に必要となった家事を行うスキルがある配偶者
が遂行をしていた。そのため、スキルの面での可能さが、移住によって増加した家事を夫婦の
どちらかが行うかを決めていたようである。 
まとめると、それぞれの家事変化においては、ライフイベント等による時間的物理的生活構
造の変化や体調の変化が起こり、その後、それらへの夫婦での相互作用を含めた適応がなされ
ることが、大枠の法則性として働いている流れであると考えられる。時間的物理的変化が家事
遂行の変化のきっかけとなるものであると考えられるが、同じ生活時間構造のなかでも、夫婦
間での相互作用がどのように行われるかによって、家事の変化の形が決められるようにも考え
られる。 
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